
人材育成の未来をデザインする
ライフキャンパスのご提案

学びが続き、行動が変わる組織へ

社会背景｜人が育たないのではなく、育成が回らない時代
前提として人材の質が下がったわけではありません。
仕事のスピードが速すぎる、環境変化が激しく、正解がすぐ変わる、管理職が忙しい
育成を考え続ける余白が消えている状態…。
その結果として、
・育成が後回しになる ・単発の研修で終わる ・現場任せになる
つまり問題は、育成の継続構造(仕組み)の問題です。
研修は点、育成は線であり、今足りないのは点と線をつなぐ仕組みです。

最終目標:自走できる社員と組織を創る

研修も伴走も、全部まとめて定額制のライフキャンパス

管理職研修
中堅社員研修

新人・若手社員研修

階層別AIパートナー

AIでの振り返り 階層別研修

職場での実践

A Iの活用
・研修後の振り返り
・行動計画の作成
・1on1準備
・思考、モヤモヤの整理
・小さな相談の受け皿

ライフキャンパス

(学ぶ)

(やってみる)

(言語化)

成長のサイクル成長のサイクル

学ぶ→実践→振り返る→行動が変わる

この循環をAIと伴走で仕組み化するのがライフキャンパスです。
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項目 今まで ライフキャンパス導入

育成 単発・属人 仕組み・組織

管理職 孤立 育成の負担が軽減

人事 手探り 優先順位の明確化

社員 指示待ち 自走

組織 バラバラ 共通視点や共通言語

新人・若手から管理職まで、全ての階層の対面での研修に加
え、研修後のフォローアップや行動定着までAIが伴走し、職場

での行動変容にまで導きます。しかも定額制ですので、研修コ
ストの読みづらさがなくなります。

ライフキャンパスの概要

年間定額84万円(月額7万円)で下記の全てが実施可能です。
※研修ごとの個別見積ではなく、年間を通した伴走型育成を定額で実現

・採用した人材の面談および定着
・若手社員の早期戦力化サポート
・年間育成プログラムの設計(育成、研修計画立案及び実施)
・研修体系の構築
・階層別研修の実施(新人・若手・中堅・管理職)
・テーマ別研修の実施(コミュニケーション・ハラスメント・1on1面談)
・チーム力強化のためのサーベイの実施及びワークショップ
・AIによる研修後のフォローアップや伴走
・その他、人材育成や研修に関すること全般

ライフキャンパス導入で、育成の課題が仕組みで解決できます。

今年は研修×AI×伴走で、育成が止まらない組織を創りませんか！
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